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本研究では、この 1990 年代以降における MSW の対象認識の特徴を捉えるために、MSW による










































































































1970 年代から 1990 年代までの MSW の実践の
特徴を捉えている。その方法は、大掴みに実践
の特徴の変化を捉えるために、『医療と福祉』













































2．1990 年代以前における MSW の





















































































































































































































































































































































































とおり 1989 年に 1 例掲載され、再び誌面に登
場するのはこの時期、1996 年である。1996 年、
1997 年と 2 回続けて特集が組まれたこともあっ


































































































































































































































































































































































































































































































































本 研 究 は、『 医 療 と 福 祉 』 に 掲 載 さ れ た
MSW による実践報告および調査報告、論文等
を分析対象として、MSW の業務に変化をもた



























































協会『医療と福祉』37（1980 年 5 月）〜 96


















11）『医療と福祉』1965 年，1 月号 No.4「医療
社会事業の目標と方法」pp.2-6. 6 月号 No.9
「目標と方法について〜再論と反批判 上」

























































































































































































































































































































































































































































 2004年度 医療ソーシャルワーク研修会 『虐待の発見とチームアプローチ』 日本医療社会事業協会 佐原まち子
在宅医療におけるソーシャルワークの実践報告 福岡クリニック 野田京
太平洋戦争下の日本における医療ケースワーク －心理社会的問題への援助－ 聖路加国際病院 仲野真由美
電子カルテ化時代におけるソーシャルワーク業務のありかたについて 済生会神奈川県病院 麻生順子
医療ソーシャルワーク実習受け入れの現状と課題　 静岡済生会総合病院 石光和雅
保健医療文野における実習を取り巻く状況について 勤医協札幌西区病院 行沢剛
末期がん患者・家族の意思決定への支援 国立がんセンター中央病院 大松重宏
回復期のソーシャルワーク援助　～脳卒中医療における的確なサポート提供の検討～ 青葉さわい病院 露木信介
病院組織内におけるソーシャルワーク専門性確立過程の分析　 恵佑会札幌病院 久住真有美
急性期小委員会報告～会員基礎調査（機関単位）と急性期病院ソーシャルワークの特徴 社会保険部　急性期小委員会 高山恵理子
療養型小委員会報告～根拠あるソーシャルワーク実践～ 社会保険部　療養小委員会 榊原次郎
緩和小委員会報告　～活動状況と今後の課題～ 社会保険部　緩和小委員会 田村里子
亜急性期小委員会報告　～活動報告～ 社会保険部　亜急性期小委員会 漆畑眞人
社会保障審議会（第5回後期高齢者医療の在り方に関する特別部会）有識者ヒヤリング報告
～終末期医療におけるMSWの役割：後期高齢者医療における患者・家族の心理社会的問題への相談援助 東札幌病院 田村里子
医療ソーシャルワーカー養成教育の現状と課題（第４報）
～医療機関と大学・養成校の枠を超えた実習報告会の意義 石橋総合病院 栗本孝雄
2007年度会員調査報告書 日本医療社会事業協会組織部 松井久典
医療福祉実習が実践現場にもたらす影響に関する一考察
～実習スーパーバイザーへのフォーカスグループインタビューより
北海道医療ソーシャルワーカー協会
医療福祉実習委員会
関係機関を支える技術援助　～兵庫県老人性認知症センターの実践と考察 兵庫医科大学病院　 鳥巣佳子
専門職支援における老人性認知症センターのソーシャルワーカーの役割と課題 総合病院岡山赤十字病院　 竹本与志人
ソーシャルワーカーの意識の変化に関する一考察　～ＳＴＴ研究会活動を通して 東京湾岸リハビリテーション病院　 丸山みさき
外在化技法を用いたアセスメントと援助視点の考察
～脳卒中患者及びその家族の変化し続けるニーズへの援助 青葉さわい病院・東京学芸大学非常勤講師 　露木信介
グループスーパービジョンの実践方法についての一考察
～組織外スーパーバイザーと行ったグループスーパービジョンの体験を通して～ 京都大学医学部附属病院　 出雲路祥子
社会保険部活動報告「社会福祉士等の退院支援調査」レポート及び追加資料 社会保険部会　急性期委員会 早坂由美子
医療ソーシャルワーク業務評価基準検討報告　 北斗病院　　 中平大悟
医療機能の分化と連携の推進に向けての地域住民啓発活動の一考察 公立陶生病院　 水野大介
保健・医療領域の困難ケース背景要因と困難度の指標化に関する研究 宮城県立こども病院　 真嶋智彦
平成21年度回復期リハビリテーション病棟におけるSWの業務実態調査報告 初台リハビリテーション病院 取出諒子
がん・緩和委員会報告 東札幌病院 田村里子
当事者と創る社会資源　－高次脳機能障害家族会立ち上げを通して－ 亀田総合病院 佐藤杏
認知症患者と主介護者（聴覚障がい者）の支援を通して見えてきたこと
－医療ソーシャルワーカーの役割を考える－ ア・ライズ　デイサービスセンターみなと 野瀬弘康
回復期リハビリテーション病棟におけるソーシャルワーク支援の検討
－大腿骨頚部骨折患者及び家族の入院60日以降の取り組み－ 青葉さわい病院 露木信介
ハラスメント研究会の開催 研修部長 佐原まち子
パワー・ハラスメント実態調査報告 中里哲也
２００８年度退院援助の状況に関する調査･検討委員会調査報告書
後期高齢者退院調整加算新設に伴う退院援助システムの導入プロセスと効果 山田赤十字病院 伊藤隆博
ソーシャルワーカーが介入する生活課題の状況ー救命救急センターのケースを通してー 兵庫医科大学病院 木村亜紀子
療養型病院・施設への転院阻害要因がもたらす困難性の定量化の試み 名南ふれあい病院 林祐介
救命救急センターにおけるソーシャルワーク実践～自殺関連事例の検討からみえてきたもの～ 大阪府済生会千里病院 岩間紀子
急性期病院における短期援助に関する研究―退院援助における援助日数に影響を与える要因― 社会保険中央総合病院 柳田千尋
医療ソーシャルワークにおける短期援助に関する研究～統合的短期援助ワークショップとアンケートから～ 社会保険中央総合病院、ISTT研究会 柳田千尋
セルフヘルプ・グループにおけるニーズの充足に影響を与える特性ーがん患者会を中心にー 独立行政法人国立病院機構大阪南医療センター 萬谷和広
ソーシャルワーカーと交通事故被害者生活支援―交通事故被害者生活支援教育研修アンケート調査から― 昭和大学病院 井上健朗
救命救急センターにおけるソーシャルワーク援助の業務実態調査 神戸赤十字病院 水溜丹都子
未収金対策システムに関わるソーシャルワークの意義 社会医療法人母恋　天使病院 奥村奈緒子
病院・施設が求める保証人に関する一考察
～保証人問題の解決に向けた医療ソーシャルワーカーの役割に焦点をあてて 名南ふれあい病院 林祐介
石巻から皆さんへ 石巻拠点担当者 武山ゆかり
分科会の報告―「保健医療とソーシャルワーク」について― 埼玉医科大学国際医療センター 御牧由子
MSW勉強会「なんやかんや」の取り組み 名南ふれあい病院 林祐介
病名告知から現在までの各治療時期におけるオストメイトの心理的状況 倉敷中央病院 荒木邦彦
患者会における若年乳がん患者のピアサポートのあり方 大阪市立大学医学部附属病院 大松尚子
「患者・家族から見た医療ソーシャルワーカーの評価調査」から考えるソーシャルワーク機能 霞ヶ関南病院 榊原次郎
交通事故被害者生活支援教育研修チーム報告　交通事故被害者生活支援研修事業報告
－全国都道府県協会および日本協会の取り組みと成果を中心に－ 千葉大学医学部付属病院 葛田衣重
セカンドオピニオンにおける相談の一考察 大阪市立大学医学部付属病院 大松尚子
成人期の終末期がん患者及び家族の「苦しみ」の特徴とソーシャルワーク支援の困難感
～老年期終末期がん患者との比較から 札幌医療生活協同組合札幌南青洲病院 下倉賢士
保証人問題の解決に向けた取り組み～患者実態分析とチェックリスト作成の試みを中心に 名南ふれあい病院 林祐介
保健医療現場実習における実習指導枠組みに関する検証 東海大学医学部付属八王子病院 塩田哲也
調査研究部報告　救命救急センター専任ソーシャルワーカーの業務実態に関する質的調査 神戸赤十字病院 水留丹都子
回復期リハビリテーション病棟における医療ソーシャルワーカーのストレスに関する研究 悠紀会病院 久保茂樹
入院関連業務に関する一考察　～回復期リハビリテーション病棟の立場から～ 高良台リハビリテーション病院 山口尚大
災害拠点病院における災害ソーシャルワークの展開に関する研究 伊勢赤十字病院 伊藤隆博
長期経過したパーキンソン病類縁疾患患者調査とチーム医療における医療ソーシャルワーカーの役割 熊本機能病院 浦野秀雄
東京都保健医療公社におけるMSWシステムの導入について 多摩南部地域病院 増井優
精神症状を有するクライエントの生活問題と支援者間の関わりについての考察
～身体症状を理由に精神科のない医療機関にかかる場合の事例研究 国立病院機構大阪南医療センター 小澤徹也
医療ソーシャルワーカーの離職意向の要因に関する研究─東北地方のMSWを対象とした調査をもとに─ 宮城県立こども病院 真嶋智彦　
医療ソーシャルワーカーの死別体験後の成長の測定とその関連要因 寿康会病院 嶋野朱乃
第34回日本医療社会事業学会　分科会報告 済生会京都病院 内藤雅子
日本医療福祉協会におけるハンセン病問題の取り組みについて 社会福祉専門職団体協議会ハンセン病委員会　 磐井静江
医療ソーシャルワーク課外実習プログラムのプロセス評価
─アセスメントに特化し省察学習を取り入れた実習プログラムの立案・試行─ 愛知医科大学病院 鈴木裕之
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2014（10）
93
2013（3）
94
2014（1）
リハビリ委小員会報告
～根拠あるソーシャルワーク実践　その現状と課題　回復期リハビリテーションの領域から
ソーシャルワークの専門性としての｢自己決定｣概念の再構築
～社会構成主義的観点から～
第57回日本医療社会事業全国大会（山形大会）シンポジウム
「地域活動新時代への挑戦」　～「かかわる」「ささえる」「つなぐ」そして「いきる」～
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83
2008（3）
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87
2010（3）
76
2004（11）
79
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80
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77
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回復期リハビリテーション病棟の患者及び家族のニーズ構造の精査
～多側面理解と側面間の交互作用性を中心としたソーシャルワーク支援～ 青葉さわい病院 露木信介
救急小委員会報告～「救命救急センターにおけるソーシャルワーカーの業務実態調査」と
「救命救急センター長へのアンケート調査」 神戸赤十字病院 水留丹都子
社会保険部　リハビリ小委員会 取出諒子
育成社佐々木病院　 鈴木三佳
山形県医療ソーシャルワーカー協会会長 小笠原眞佐子
大阪府がん専門相談員向け研修実施報告
～大阪府60がん診療拠点病院の現状をふまえて～ 大阪市立大学医学部付属病院　 大松尚子
長期療養中の人工呼吸器装着者に対するソーシャルワークの実践の一考察
～茨城県内人工呼吸器装着者受け入れ医療機関調査を通して 国立病院機構水戸医療センター 新保裕光
在宅医療の地域展開の方法論と実施に関する研究
～がんのターミナル期にある患者に対して、在宅療養の促進のために何が必要か～ 東海大学医学部附属病院　 谷亀光則
MSWによる掲載論稿なし
小児がん患者の教育にかかわる諸問題に関する研究
～医療ソーシャルワーカーによる支援のあり方について～ 順天堂大学医学部附属順天堂病院 吉田雅子
